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【教科書】家庭情報処理 実教出版 

必修 

 
単位数 ２単位 

学習目標 

 家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ、実践的、体験的な学習活動を行うことなどを通し

て、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用し、生活産業の発展を担う職業人としての必要な資質・

能力を身に付ける。 

学習方法 

 ○ 実践的な学習活動を通して、情報処理の重要性について理解するとともに情報処理の基礎的技術

を総合的にとらえていくことに努める。 

 ○ 生活産業で使用されているコンピュータや高度情報処理社会の基盤であるインターネットにつ

いての課題や問題点について学び、自分自身の関わり方を考え実践する。 

学習評価 

 ○ 次の３つ観点に基づき、評価を行い、学年末に５段階の評定に総括する。 

知識・技術 

 

 

生活産業情報の各分野における情報の意義や役割、情報及び情報技術を活

用する方法について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を

身につけている。 

思考・判断・表現 生活産業に関する課題を情報及び情報技術を活用して発見し、生活産業を

担う職業人として合理的かつ創造的に解決する力を身につけている。 

主体的に取り組む態

度 

生活産業における情報及び情報技術の活用や専門性の向上を目指して自ら

学び、生活の質の向上と社会の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を

身につけている。 
 

 

学期 学習内容 学習のねらい 学習活動【評価方法】 

１ 

学 

期 

○ オリエンテーション 

 

 

第１章 情報化の進展と生活産業 

１節 情報化の進展と社会 

２節 生活産業における情報化の 

   進展 

 

 

第２章 情報モラルとセキュリティ 

 １節 ネットワーク社会の危険性 

 ２節 情報モラルとマナー 

 ３節 セキュリティ管理 

○「生活産業情報」を

学ぶに当たって、学習

の意義や内容、学習方

法や評価の方法、コン

ピュータ教室の使い

方、コンピュータ利用

の注意事項について

理解させる。 

○コンピュータの種

類・活用方法・注意事

項について理解させ、

情報社会に対応でき

る知識を、身につけさ

せる。 

情報に関連する法規等の概

要、情報モラル、情報通信ネ

ットワークの仕組み及びセキ

ュリティ管理の方法や重要性

について理解するとともに情

報通信ネットワークに関連す

る技術を身に付けている。ま

た、その課題を発見し、その

解決に向けて考察し、工夫し

ている。さらに、得た知識を

活用し、生活の質の向上と社

会の発展に主体的かつ協働的

に取り組もうとしている。 

【学習状況観察】 

【ワークシート】 



【定期考査】 

【自己評価】 

 

２ 

学 

期 

第３章 生活産業における情報活用 

 

第４章 情報機器のしくみ 

 

第５章 情報通信ネットワーク 

 

第６章 情報の処理・分析・発信  

 １節 日本語ワードプロセッサの

利用 

 ２節 表計算ソフトの利用 

 ３節 画像処理ソフトの利用 

  

 

コンピュータとプログラミング 

 

○情報通信ネットワ

ークやワードプロセ

ッサ、表計算、画像処

理、プレゼンテーショ

ンなど各ソフトウェ

アを活用し、衣生活分

野での利用方法を理

解させる。 

 

○教科書、ワークシート、実

習を通して、情報通信ネット

ワークやワードプロセッサ、

表計算、画像処理、プレゼン

テーションなど各ソフトウェ

アを活用し、パソコン実践操

作について理解し、課題に主

体的に取り組むことができ

る。 

【学習状況観察】 

【ワークシート】 

【定期考査】 

【自己評価】 

【作品】 

３ 

学 

期 

第６章 

４節 プレゼンテーションソフ

トの利用 

 

第７章 さまざまな分野における利

用 

 

 

○プレゼンテーショ

ンソフトを利用して、

学習で得たことを発

表させる。 

目的や対象に応じたコミュニ

ケーションの方法や、情報デ

ザインについて課題を発見

し、その解決に向けて考察し、

工夫している。生活産業にお

けるコミュニケーションと情

報デザインについて自ら学

び、生活の質の向上と社会の

発展に主体的かつ協働的に取

り組もうとしている。 

【学習状況観察】 

【ワークシート】 

【自己評価】【作品】 

 


